
平城宮跡の轄備（５）
平城宮跡発掘調査部

1 9 7 4 年度の宮跡整備は，新規工堺として，内典東楼基地復原，緑陰帯造成，宮内道路造成，

潅水施設，浄水施設，遊歩道の設置を行ない，継続工事として，境界土塁造成，推定第２次内
裏整備〆仮設道路造成，草園整備，案内板，水飲場，照明灯の設瞳を行なった。
内裏東楼基壇復原第7 3 次発掘I 淵盗で検出された内裏東南隅の築地回廊および亜閣建物のﾉ I に

壇復原を行なった。築地I I j l 廊は中央に築地（幅1. 8ｍ）を通し，南面築地' 111廊の東端で亜閣建物
（７×４１H1）にとりこまれた形になっている。復原ではI 旦l 廊の南面を凝灰淵切石による嘘上職韮

壇（高1. 23c m）とし，北面は同質切石による雨落淋を造成した。東面築地' 111廊は現在その東側の
市道および側溝によって切断されており，築地心より東2 . 5ｍの復原にとどまった。築地はプ
レキャスト版（高6 0 c l l l ）を築地幅1 . 8ｍに立て，表而に白色リシンを吹付けたｏ築地内部は盛上

張芝を行なった。床面は遺椛にならい，三和土と凝灰岩蚊きとした。築地寄柱礎石は凝灰岩に
より，その他の礎石は擬石により表示し，亜閣建物棟通りと付属細殿との間の各々４個所の掘

立柱は膿色焼成レンガを用い，その位侭および柱径を示した。築地l l i l 廊内側にある雨落溝は東
南隅で暗渠となり築地回廊を横断しており，基壊面上に凝灰岩の満蓋石を敷き表示した。（第
１図Ａ，第２図）

緑陰帯造成宮内に木陰を望む意見が多数あることや，蚊近舗装された市道の交通並が蛸大

したことから，兇学者の利用の便と安全性を考嘘して緑陰州: の造成を始めた。緑陰梢の位憧は

第１次と第２次の内裏朝堂院の間で，宮内撲備の大きなブロック区分として計画じた。この地
区は第2 7 次，第4 1 次発棚調査で一部確認されたように，第１次と第２次の内異朝堂院とにはき
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まれた遺構の稀薄な空地と

思われるが，遺椛の安全を

期し平均6 0 c mの盛土をし，

野芝の極- f 吹I ､ j ･ けを行ない

そこにカシ，シイなどの常

緑広葉樹を主体とする植枚

を行なった。

今年度は1 9 6 9年度に施l ：

した隣内道路の南側で5 4 0 0

㎡造成した。遺枇表示とし

て，第２次内裏外郭築地の

四側をながれる南北大瀧

（S D3 7 1 5 ) を和呆砂岩割石
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で謎岸し沸底に洗砂利を埋め込んだ。配

柿は西側からの大極殿・東大寺等の眺望
を扱わず，しかも林立する近代的なビル

街を遮蔽する様に考慮した。（鮒１図Ｂ）
宮内道路1 9 6 9 年から行なってきた仮

設道路は，本年度第１次朝鴬院西側で，

290ｍ（|陥貝４ｍクヲッシャーラン舗装）延
長し，東院地I 天を除く宮城内について準
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第２図内裏東楼基壊整伽又Ｉ 術を完了した。そこで本年度から遺構復
原を主I i 的とした宮内道路の造成を開始した。第３９．４３次発掘調査で一部確認された南而束門
から北にのびる道路を延長約90ｍ造成した。道路は総幅典が17ｍで東側14. 5ｍを砂利敷き園路
とし，西側2. 5ｍをクラッシャーラン敷きの草刈機等管理用機械通路とした。隙|路内には100㎡
当り１本縄度の高木を柿栽し，道路の北東から南西へ斜めに横断する水路（SD4951）を玉石に
より表示した。道路の両側では，｜幅３ｍ深さ60cmで底i i l i に洗砂利を埋め込んだ玉不｢（２段砿)瀞
によりSD5100を表示した。（輔l 1x l C）

潅水施設1964年に奈良県が‘ 伽: 業主体となって行なった第２次内褒朝' 堂院地|ﾒ: の整備も10年
間で総面積約11. 4hqに及び，その約63％が械職地となっている。宮跡内に残る佐紀池を1974年
度に奈良県が買収したことから，佐紀池の水を利用して第２次内裏朝堂院地区を潅水すること
にした。潅水方法は佐紀池からポンプにより取水し，浄化しいったん貯水した後，スプリンク
ラーにより、動燃水を行なうものである。本年度は取水，浄化，貯水装置と第２次内袈大概殿
地腫の自動散水装置（スプリンクラー51堪）および1974年度に復原した建物の消火: 栓を２個所設
侭した。（鮒１１叉ＩＤ）

浄水施設宵内に流れ込む水路の多くは周辺住民の生活汚水を含承，近年水の汚濁がI ] 吃つ
ようになった。特に西大寺駅を' ' 1心とする市街化は宮域のすぐ西側にまでおよび，それに伴な
う水路の汚れが著しい。そのため宮西辺より流入する水路で特に水の汚濁の激しいものについ
て，流入口付近で浄水施設を２個所に設けた。浄水施設はコンプレッーリ－－により空気を送り込
む装腔を( ､l ･けた貯水榊で水と空気をよく混合させ，沈澱, ＩＷを経て，砂の嘘過牌を通して元の水
路に放流する簡易な装置とした。（輔１図Ｅ，Ｆ）

遊歩道第２次内裏大概殿地区や覆屋等と法華非とを結ぶ兄’ 判略としてI ] i l 蟹I Fが通行可能な
程度の遊歩道を設け見学者の便武を計った。遊歩道は' ' １雌i 1. 6ｍの砂利舗装とし，’ ' - 1雌畔を利
用して延長225ｍ造成した。（鋪１I X l G）

境界±塁造成宮両辺境界上塁を延長106ｍ造成した｡これによって1970年度から行なってき
た西辺土塁造成は今年度で完ｒした。これに加えて今年度から東院地区の南面境界土器造成を
開始した。東院地雁での十二塁は，築地（ｌｌＩＩｉ３ｍ）を尚さ50cmの凝灰岩切ｲi AI i により表示し，そ
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の' ' １は盛土し潅木植栽を行なっ

たo 築地の北側には玉石溝( 幅１ｍ）

を，南側の珊地には野芝の吹付け

をし常緑, 1 . 5木を: 1言とする柿紋を行

なった。外濠（I 隅2 . 5 ｍ）は底面に

洗砂利を埋め込梁玉石で謎岸し表

示した。（第１ｌｘｉＨ）

内裏整備館3 5 次，第7 0 次発掘

調査区域約6 8 0 0 ㎡を整備した。位

置は第２次内裏外郭東南隅地区

で，調在で確認された掘立柱建物

３棟，礎禰建物１棟，築地および節３図内裏東南端整備状況３慨，｜雌 ｲ 1 怨初上仰，采地猫よＵ、

門（一部）を盛土張芝により表示した。掘立柱建物は1 0 × ２間のもの２棟と４× ３間のもの１

棟で，潅木（ツケ）の柿戦により柱位侭を示した｡ 礎洞建物の規模は４×７間で，西側中央に遺
胤f にならい階段の桁受石と思われるものの複製を凝灰岩で作り設置した。築地は上面にコンク

リート境界ブロックで築地' 隅を表示し，その内側は砂利蚊きとし，大概殿と涯屋とを結ぶ園路
とした。南面築地はその西部で' ' 1 1 にとりつくが，現在市道により切断されているため，門唯蛎
は一部の復原表示にとどまった。（第１間Ｉ）

その他第２次朝蝋院の東側3 6 0 0 ㎡にカヤ場を造成した。その他使益施I 没として案内板( 銅製

１雌，アルフォト製１』Ｉ噂，建物名称板７韮) ，水飲場１１l I i l 所，照I ﾘ j 灯４基を没瞳したo( 第１図Ｊ，Ｋ，

Ｌ，Ｍ）（渡辺康史）

根系調査澗査は，植物の根系が辿椛に如何なる影禅を与えるか，またその防謹方法を検討

するために，８７次中洲在区，宅地跡に残ｲ f していた３木の樹木について行なった。調衣方法は

1 9 7 1 年の調査に準じ，写i 尚測蚊により，根系立而図を作成した。調炎対象木は，クロマツ，サ

ンゴジュ，アラカシの３稀類で樹高4 . 5 ～6 . 0 ｍ，胸商戒径2 0～2 5 c m，樹令3 0年前後である。結

果は前I 可同様，各樹種共遺構面への根系の侵入は皆無で, 表土（晴禍色砂壊土，厚3 0 c m前後）置土

( 茶禍色砂磁土，厚さ3 0 c I n前後) に根系の拡がりは溜まり，蒋干0 . 2mm, 前後の細根が次の下胴の耕土

（蝶禍色砂壌土，厚さ1 0 c m）に表われるにすぎなかった。遺隣面は耕土の下の床- ｋ（黄禍色砂混り

城壌土）厚さ1 0 c mのドに険ｌＩＩされるｏまた樹種による根系の形態の特徴も認められなかった。

今I I i I の調査では前' 1 1 1 同様の結果を得たが，定最的分析をするには，まだ盗料不足で，今後，根

系の発育する各土阿の土質，有効土ﾙ ﾘ の厚さ，災生/ k と移捕水の差異，地ド水位の間胆などを

中心に調脊する必要がある。（H 1 中鞭雄）
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